
（　）内は前月比
獅子島架橋はみんなの願いNo.

人　口　  11,912( -11)
男　性　　5,730(    -8)
女　性　　6,182(    -3)
世　帯　　4,407(    -5)

平成 20 年 11 月 30 日現在

　

長
島
町
ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー

ク
ラ
ブ
（
鳥
越
巧
会
長
＝
30
人
）

は
11
月
15
日
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

あ
じ
さ
い
を
植
栽
し
、
町
が
進
め

る
「
ぐ
る
っ
と
一
周
フ
ラ
ワ
ー
ロ

ー
ド
事
業
」
の
推
進
に
一
役
買
い

ま
し
た
。

　

当
日
は
、
山
門
野
の
た
め
池
の

法
面
な
ど
３
カ
所
に
、
約
１
０
０

本
の
苗
を
植
え
付
け
、
汗
を
流
し

ま
し
た
。
早
け
れ
ば
来
年
６
月
ご

ろ
花
を
咲
か
せ
ま
す
。

　

同
ク
ラ
ブ
が
、
今
後
も
い
ろ
い

ろ
な
場
面
で
若
い
力
を
発
揮
し
て

く
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

景
観
団
体
に
８
団
体
認
定

　

11
月
14
日
、
長
島
町
ふ
る
さ
と

景
観
協
定
団
体
に
新
た
に
８
団
体

認
定
し
ま
し
た
。
協
定
団
体
は
、

主
に
国
、
県
道
沿
い
に
花
壇
な
ど

を
造
成
・
管
理
し
、
本
町
の
花
に

よ
る
景
観
づ
く
り
を
推
進
し
て
い

ま
す
。

15
号　

平
田
建
設
（
有
）

　
　

代
表　

平
田
久
明

16
号　

小
浜
老
人
ク
ラ
ブ

会
長　

下
塩
見
誓

17
号　

㈱
小
竹
組
鹿
児
島
支
店

代
表　

牧　

圭
三

18
号　
（
有
）
藤
川
建
設

代
表　

藤
川
奉
文

19
号　
（
有
）
段
下
工
務
店

代
表　

段
下
繁
利

20
号　
（
有
）
小
畑
建
設

代
表　

小
畑
明
久

21
号　
（
有
）
梅
田
水
道
工
事
店

代
表　

梅
田
徳
昭

22
号　
（
有
）
岩
元
水
道
設
備

代
表　

岩
元
忠
雄

景
観
づ
く
り
に
一
役

■
編
集
後
記

▽
１
月
号
に
ネ
ズ
ミ
似
の
サ
ツ
マ
イ

モ
を
載
せ
て
か
ら
１
年
が
た
ち
ま

す
。
こ
の
ネ
ズ
ミ
に
は
現
在
、
ヒ
ゲ

や
手
足
（
芽
）
が
伸
び
、
役
場
で
元

気
に
し
て
い
ま
す
。
来
年
は
ど
の
よ

う
な
変
わ
り
者
の
取
材
に
出
会
え
る

の
か
楽
し
み
で
す
。
皆
さ
ん
、
良
い

お
年
を
お
迎
え
く
だ
さ
い
。（
濱
口
）

 わ

が
ま

ち

の景観

づ
く

り

ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
ク
ラ
ブ

あじさいを植栽するジュニア・リーダークラブのメンバー

　

獅
子
島
架
橋
建
設
促
進
期
成
会
は
12

月
４
日
、
県
庁
を
訪
問
し
て
獅
子
島
架

橋
の
早
期
実
現
を
陳
情
し
ま
し
た
。

　

陳
情
に
は
、川
添
健
町
長
を
は
じ
め
、

県
議
会
議
員
、
町
議
会
議
員
、
地
元
公

民
館
長
、
地
元
女
性
ら
が
参
加
。
伊
藤

祐
一
郎
県
知
事
や
金
子
万
寿
夫
県
議
会

議
長
ら
に
、
島
民
の
獅
子
島
架
橋
へ
の

思
い
を
伝
え
、
早
期
実
現
を
訴
え
ま
し

た
。

県に架橋の早期実現を陳情

伊藤知事に架橋実現を訴えた女性たち

ながしま 18広報


